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山

内

次

雄

一
、

は
し

が

き

は

一
九

二
九
年

。ヘ
ル
リ

ン
に
於

て

、

で
あ

る
。

原
著
は

一
九
二
五
年

モ
ス
コ
ー
國
立
出
版
所
獲
行

の
ロ
シ
ヤ
版
第
二
版

へ初
版
は

一
九
二
四
年
)
で
、
獨
逸
版

の
だ
め
に
数
ケ
所
書
き
加

へ
ら
れ
た
部
分

が
あ
る
。
著
者
イ

エ
ー
・
ア
i

・
コ
ワ
ー
ヴ
イ
ン
は
モ

ス
コ
ー
第

}
國
立
大
學
で
國
際
法
を
櫨
當
し
て
ゐ
る
。
彼
の
螢
作
ざ
し
て
は
こ
の
他
に

「
最
近

の

國
際
諸
條
約
及
び
諸
決
議
、
モ
ス
コ
ー
、

一
九
二
五

」
「
現
時
國
際
公
法
、

モ
ス
コ
ー

一
九

二
六
」
其
他
多
数

の
論
文
が
あ
る
。

欺
洲
大
戦
は
世
界

の
杜
會
関
係

一
般
に

一
大
転
換

を
齎
ら
し
た
。
こ
の
事
は
何
人
も
知
り
且
つ
承
認
す

る
所
で
あ
る
。
経
済

は
自

由
競
雫
よ
り
世
界
ト
ラ
ス
ト
形
成

へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
し
、
國
際
政
治
は
こ
の
世
界
経
済

の
状
勢
を

反
映
し
て
國
際
政
治
権

.〃

の
組
織

へ
の
道
を
進
ん
で
ゐ
る
。
國
際
法
の
法
典
化

の
試
み
は
正
に
こ
の
経
済
的
政
治
的
情
勢

の
反
映
,
又
は
か
、
る
傾
向
の
固
定

イ

エ
ー

・
ア

ー

・
コ
ロ
ー
ヴ
イ

ソ

『
過
渡
期

の
國
際

法
」

(
第

二
巻

第

一
脇

)

(
B

一
八

五
)
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イ

エ
i

・
ア
ー

.
コ
ロ
ー
ヴ

イ

ン

『環

渡

期

の
國

際
法
』

(
第

二
谷

第

一
號
)

(B

}
八
六

)

二

化

の
試

み

,こ
し

て
現

は

れ

る

.

更

に
注

目

す

べ

き

事

は

資

本

主
義

國

家

ロ
シ

ヤ

の
崩

壊

・こ
斌

會

主
義

國
家

の
成

立

で
あ

る
。

現

在

の

國

際

法

は
世

界
経
済

の
発
展

の
方

向

,こ
吐

會

主
義

國

家

存

在

の
事

實

の
二

つ

の
力

に
依

つ
て

作

用

さ

れ

つ

・
特

定

の
方
向

に
推

進

さ

れ

つ

、
あ

る
。

コ

ロ
ー

ヴ

イ

ン
の
こ

の
著

書

は

こ

の
二

つ

の
力

の

一
方

を
認

識

す

る

た

め

の
入
門

書
と

な

る
で

あ

ら

う

。

コ
ロ
ー
ヴ
イ

ン
自
身
次

の
如
く
こ
の
著
書

の
任
務
を
規
定
し
て
ゐ
る
。

「
こ
の
著
書
は
科
學
的
に
國
際
法
を
研
究
し
、
或
は
國
際
交
通
の
領
域
に
於
て

蜜
際
に
活
動
し
、
現
在

の
國
際
法
の
基
礎
を
信
頼
し
、
且
つ
現
在

の
瞬
間
の
必
要
に
懸
じ
て
そ
の
よ
り
深
い
認

戸
入
ら
う
ざ
す
る
人

々
の
入
門
書
ざ
し

て
役
立

つ
こ
ざ
粒
任
務
ざ
し
て
ゐ
る
。
叉

こ
の
勢
作
の
対
象
は
決
し
て
歴
史
的
諸
事
實

の
聚
集

i

そ
れ
自
身
も
亦
慣
値
多
き
も
の
に
は
違
ひ
な
い
ー

で
も
な
け
れ
ば
、
又
そ

の
分
析
的
研
究
で
も
な
い
。
著
者
の
目
的
ざ
任
務
ざ
は
、
國
際
法
の
砺
究
者
に
対
し

て

一
の
新
た
な
る
、
サ
ヴ

エ
ー
ト
ロ
シ
ヤ
の

認
識

ご
把
握
ざ
理
論
的
経
験
ざ
に
基
づ
く
、
新
ら
し
い
資
料
事
實
の
扱

ひ
方
を
報
告
す
る
に
あ
る
。
」

(
ロ
シ
ヤ
版
第
二
版
序
文

)

又

社

會

主
義

國
家

の
國

際

法

理

論

を
知

る

こ

.こ
は
更

に
資

本

主
義

世

界

の
國
際

法

乃
至

國

際

法

學

の
吟

味

批

判

の
た

め

に
最

も

鏡

利

な

メ

ス
,こ
な

る

。
是

迄

マ
ル
ク

ス
主

義

の
立
場

か
ら

は

一
度

も

吟

味

さ
れ

な

か

つ
た

國

際

法

學

の
批

判

が

、

こ

の

書

に
依

つ
て
試

み
ら
れ
た
・こ
い
,ρ
こ
噛こ
に
つ
い
て
は
、
i

假
令
こ
の
事
の
故
に
國
際
法

の
一
般
理
論
や
方
法
論
に
於
て
多
少
の
誤
謬
乃
至
疑
問
の

蝕
地
を
淺
し
て
ゐ
る
憾
は
あ
る
ーこ
し
て
も
1

國
際
法
理
論

の
新
転
回

の
た
め
に
重
大
な
意
義
が
賦
與
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
紹
介
に

入
る
前

に
一
慮
本
書

の
内
容
乃
至
髄
系

の
大
盟

の
構
成
を
見
る
た
め
に
目
次
を
引
用
し
や
う
。



ロ
シ
ヤ
版
第
二
版

へ
の
序
文

ー
ー
;
;
`

ド
イ
ツ

版

へ
の
原
著
者

の
序
文

編
輯
者
の
序
文

(
ヘ
ル
ベ
ル
ト

・
ク
ラ
ゥ
ス
)

第

一
章

サ
ヴ
エ
ー
ト
法
學
の
体
系

中
に
於
け
る
國
際
法

第
二
章

國
際
関
係

の
歴
史

に
於
け
る
過
渡
期
の
國
際
法

第
三
章

過
渡
期

の
國
際
法
の
概
念
と
方
法

第
四
章

國
際
法
の
主
権

,こ
し
て
の
國
家

第
五
章

國
際
交
通

の
機
關

第
↓ハ
章

國
際
條
約

第
七
章

戦
争
法

の
基
本
問
題

第
八
章

結
論

二
、
序
論
的
部
分

イ

エ
ー

・
ア
ー

・
コ

ロ
ー
ヴ

イ

ン

「
過

渡
期

の
國
際

法
』

(
第

二
居
第

一
號

)

(
B

一
八
七

)

三



イ

エ
ー

・
ア
ー

.

コ
ロ
ー
ヴ

イ

ン

「
過
渡

期

の
國

際

法
」

へ
第

二
巻
第

「
號

)

(
B

一
八
八

)

四

紹
介
に
際
し
て
、
私
は
こ
の
叙
述

の
全
部
を

「
序
論
的
部
分
」
ざ

「
國
際
法
上
の
諸
問
題
」

の
二
部
に
分
か
た
う
・、c
思
ふ
。

「
序
論
的
部
分
」
に
は
第

一
章
乃
至
第
三
章
を
、

「
國
際
法
上
の
諸
問
題
」
に
は
第
四
章
乃
至
第
七
章
を
包
含
せ
し
め
る
。
前
者
に
於
て
は
國
際
法

の
基
礎
付
、
基
礎
概
念
、
闘
際

法
學
の
方
法
論

、
等
に
關
す
る
基
本
的
な
問
題
が
取
扱
ば
れ
る
。
後
者
に
於
て
は
現
在

の
國
際
法
の
主
要
問
題
、
変
化
し
だ
る
世
界
経
済
乃
至
政
治
情
勢

に
懸

じ
て
鍵
更
さ
る
べ
き
諸
問
題

の
見
方
、
即
ち
そ
れ
ら

の
問
題
を
取
扱
ふ
べ
き
視
角
を
實
際

の
諸
問
題
を
取
上
け
て
明
か
に
し
や
う
ざ
し
て
ゐ
る
。
以

下
私
は
成
る
べ
く

コ
ロ
ー
ヴ
イ
ソ
の
叙
蓮

の
仕
方

ざ
用
語
ざ
を
墾
更
し
な
い
様
に
注
意
し
な
が
ら
紹
介
し
や
う
ざ
思
ふ
。

第

一
章

「
サ
ヴ

エ
ー
ト
法
學

の
罷
系
中
に
於
け
る
國
際
法
」
。
サ
ヴ

エ
ー
ト
法
學
は
是
迄
國
際
法

に
対
し
て
特
定

の
地
位
を
與

へ

て
ゐ
な
か
つ
た
Q
し
か
し
封
外
関
係

、
即
ち
帝
國
主
義
諸
國
と

の
関
係
が
干
渉
封
鎖

の
戦
争
状
態
か
ら
正
常
な
る
状
態
に
移
つ
た
現

在
、
そ
こ
に
は
國
際
法
が
発
生

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

「
團
體
あ
る
,こ
こ
ろ
に
は
法
あ
わ
」
,こ
云
ふ
諺
は
こ

・
に
も
妥
當
す
る
。
新

し
い
國
家
11
社
會
形
態
を
創
造
し
た
サ
ヴ
エ
ー
ト
・
シ
ヤ
の
プ

ロ
レ
タ
リ
ヤ
ー
ト
は
決
し
て
破
壊
の
た
め

の
破
壊
を
享
樂
し
た

の
で

は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
領
域
に
於
て
彼
等
は
過
去
の
遺
産
を
全
然
破
壊
す
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
を
現
在
及
び
將
來

の
必
要
に
磨
じ
て
創

造
的
に

「
改
造
」
し
た
の
で
あ
つ
た
。
國
際
法
の
領
域

に
於
て
も
こ
の
意
味
に
於
て
新
し
い
國
際
法
が
基
礎
付
け
ら
れ
る
。
過
渡
期

の
國
際
法
は
即
ち
そ
れ
で
あ
る
。
過
渡
期
の
國
際
法
は
こ
の

「
改
造
」
の
意
味
に
於
て
成
立
す
る
。

第
二
章

「
國
際
関
係

の
歴
史
に
於
け
る
過
渡
期
の
國
際
法
」
。
最
近
迄
の
國
際
法
の
歴
史
を
回
顧
す
れ
ば
、
第

一
に
経
済
的
文
化



的
或
は
其
他

の
理
由
に
依
て
、
社
會

的
諸
形
態
が
、
個
人
乃
至
國
家
か
ら
成
長
し
て
、
漸
次
に
よ
り
大
き
な
形

の
も

の
に
ま
で
籏
大

し

つ
・
あ
る
こ
と
を
知
り
得
る
。
こ
の
事
か
ら
或
國
民

の
國
家
生
活
を
規
定
す
る
同
じ
要
素
が
、
そ
の
國
際
的
表
現
の
性
質
を
も
色

々
に
規
定
し
て
ゐ
る
こ
と

が
分
る
。
し
か
し
最
近
で
は
國
家
以
外

の
他

の
諸
圭
艘
が
参
加
し
て
ゐ
る
か
ら
、
國
際
生
活
を
規
定
す
る

秩
序
は
此
等

の
幾
多
の
要
素

の
有
機
的
協
働

の
結
果
と
し
て
表

は
れ
て
ゐ
る
が
、
し
か
も
そ
れ
ら
の
諸
要
素

の
中
で
最
も
重
要
な
の

は
諸
國
民

の
國
家
生
活
で
あ
る
。
又
全
く
異
な
る
発
展
段
階

の
國
民

に
固
有
な
國
家
的
並
び
に
國
際
的
生
活

の
二
傾
向
-

排
他
性

,こ
権
威
性
i

ー
が
國
際
法
的
諸
形
態

の
創
造
を
阻
げ
て
ゐ
た
事
も
明
か
で
あ
る
。
是
等
は
自
然
経
済

的
封
建

的
封
鎖
や
世
界
帝
國
建

設

の
た
め
の
遠
征
侵
略
の
時
代
に
於
て
現
は
れ
た
。
し
か
し
野
螢
君
主

國
が

ロ
ー

マ
帝
國
に
対
立
し
,
國
王

が
法
皇
に
対
し

て
抗
爪筆

し
始
め
、
宗
教
改
革
が
力
ト
リ
ッ
ク
の
城
砦
を
破
壊
し
た
時
,
民
族
復
興

の
ス
ロ
ー
ガ

ン
が
両
大
陸

の
地
圖

を
変
更
し
始
め
た
時
,

初
め
て
國
際
法
が
発
生

し
成
長
し
た
の
で
あ
つ
た
。

「
國
際
法
は
國
際
的
諸
力
の
圖
争
・こ
抗
争
が
存
在
す

る
所

『
諸
國
間
の
均
衡
』

が
支
配
し
て
ゐ
る
所
に
於
て
の
み
発
展
し
た
し
、
又
発
展

し
て
ゐ
る
」

(五
頁
)
。

こ
の
見
地
か
ら
國
際
関
係

の
現
段
階
を
見
れ
ば
、
二
十
世
紀
の
初
頭
は
國
際
法
の
浸
落
を
意
味
し
て
ゐ

る
。
政
治
経
済

の
實
際
は

未
曾
有
に
國
際
的
で
は
あ
つ
た
が
、
こ
の
國
際
主
義
は
、
即
ち
資
本
主
義

の
最
後
の
段
階
ミ
し
て
の
帝
國
主
義
は
、
そ
の
不
噺
の
籏

大
、
植
民
地
及
市
場

の
掠
奪
、
金
融
資
本
の
寡
頭
支
配
、
國
際
ト
ラ
ス
ト
の
獨
占
、
過
渡
的
段
階

(
勢
力
範
囲

、
植
民
地
的
及
牟
植

イ

エ
ー

・
ア
ー

・
コ
ロ
ー
ヴ
イ

ン

『
過
渡
期

の
國
際
法
」

(
第
二
巻
第

一
號
)

(
B

一
八
九
)

五



イ

エ
ー

.
ア

ー

.
コ
ロ
ー

ヴ

イ

ン

「
過
渡

期

の
國

際

法
」

(
第

二
巻
第

一
號

)

(
B

一
九
〇

)

六

民
地
的
世
界
分
割
、
列
強
の
協
調
)
を
件
ふ
世
界
國
家
及
世
界

ト
ラ
ス
ト
の
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
に

於
て

根
本
的
に
反
國
際
法
的
で
あ

る
。
之
に
反
し
て
社
會
主
義
國
家
の
出
現

は
國
際
法

の
新
紀
元
の
開
始
を
意
味
し
て
ゐ
る
。
何
故
な
ら
ば
、

サ
ヴ
エ
ー
ト
ロ
シ
ヤ
の

國
内
的
國
際
的
政
策
の
原
則
は
す
べ
て
の
小
数
民
族
及
び
弱
小
國
家

の
権
利
の
承
認
,こ
尊
重
に
基
い
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
又
他

の

一
方
に
於
て
社
會
主
義
國
家
の
存
在
は
、
そ
れ
ーこ
プ
ル
ジ

ヨ
ア
諸
國
と

の
関
係
を
法
的
に
規
定
し
特
殊
な
國
際
法
秩
序
を
創
造
す
る

必
要
に
迫
ま
ら
し
め
る
か
ら
で
あ
る
。
こ

・
に
過
渡
期
の
國
際
法
が
現

は
れ
る
。
然
ら
ば

一
般
國
際
法
,こ
過
渡
期
の
國
際
法
・こ
の
關

係
は
如
何
。
現
在

コ

般
的
」
な
國
際
法
は
存
在
し
な
い
。
所
謂

一
般
國
際
法
,こ
は
欧
洲
諸
列
強
間
の
関
係

を
規
定
す
る
ブ
ル
ジ
ヨ

ア
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
の
國
際
法
を
意
味
す
る
。

一
般
國
際
法
は
要
す
る
に
、
ア
メ
リ
カ

國
際
法
、
少
数
民
族
に
關
す
る
國
際
法
、
植
民

地
國
際
法
等
,こ
同
じ
く

一
の
特
殊
國
際
法
に
過
ぎ
な
い
。
即
ち
是
等
諸

々
の
特
殊
國
際
法
は
そ
れ
ぞ
れ
別

の
根
様
に
依
つ
て
規
定
さ

れ
て
ゐ
る
,
過
渡
期

の
國
際
法
も
正
に
そ
れ
・こ
同
じ
意
味

に
於
て
特
殊
國
際
法
,こ
し
て
成
立
し
て
ゐ
る
。
從

つ
て

一
般
國
際
法
も
過

渡
期
の
國
際
法
も
何
れ
も
同
じ
く

一
の
特
殊
國
際
法
に
過
ぎ
な
い
。
こ

の
多
元
的
構
成
は
決
し
て
恣
意
的
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ

は
現
段
階

の
客
観
的
状
勢
、
個

々
の
國
家
的
資
本
主
義
的
諸
膣
制
間

の
超
帝
國
主
義
的
努
力
噛こ
異
常
な
る
対
立

ε
を
俘

ふ
,
現
在

の

全
経
済

を
反
映
す
る
所
の
も
の
で
あ
る
。

第
三
章

「
過
渡
期

の
國
際
法

の
概
念
と
方
法
」
。
特
定

の
時
代

の
國
際
法

の
体
系
を
研
究
す
る
に
際
し
て
先
づ
當
面
す
る
問
題
は



國
際
法
の
基
礎
概
念
で
あ
る
。

「
こ
の
問
題
は
そ
の
抽
象
性

に
も
拘
ら
ず
、
大
な
る
現
實
的
意
義
を
も
つ
,
國
際
法
學
の
あ
ら
ゆ
る

根
本
問
題
の
種
々
な
る
構
成
は
こ
の
問
題
の
解
決
に
か

・
つ
て
ゐ
る
。
」

(九
頁
)
通
説
の
云
ふ
所
は
ウ
ル
マ
ン
や

マ
ル
テ
ン
ス
に

從

つ
て
次
の
テ
ー
ゼ
で
表
ば
す
ご
,こ
が
出
來
る
。

「
國
家
間
の
法
即
ち
國
際
法
の
唯

一
の
基
礎
は
-貫
に
諸
國
民
の
社
會
生
活
の
現
象

に
存
し
て
ゐ
る
。

こ
の
現
象
は
二
群
の
基
本
的
利
害
関
係

に
蹄
し
得
る
ー

即
ち
智
的
要
求

(
廣
義
の
精
神

的
要
求
)
と
経
済

的
利

害
蘭
係

(狭
義

の
物
質
的
要
求
)
。
し
か
し
こ
の
雨
者
は
決
し
て
相
互
に
排
他
的
の
も
の
で
は
な
い
。
」

(九
頁
)

前
者
即
ち
観
念

的
結
合
は
特
殊
の
評
価

の
共
通
性
即
ち
法
的
倫
理
的
政
治
的
確
信
の

一
致
を
前
提
し
て
ゐ
る
。
然
ら
ば
社
會
主
義
國
家
,こ
他
の
ブ

ル

ジ
ョ
ア
國
家
,こ
の
間

に
法
的
倫
理
的
政
治
的
領
域
に
於
け
る
観
念
的
統

一
が
可
能
で
あ
る
か
、
又
如
何
な

る
範
囲

に
於
て
可
能
で
あ

る
か
。
原
則
、こ
し
て
は
雨
者
の
澗
に
は
観
念
的
統

一
は
存
し
な
い
。
し
か
し
全
入
類
的
秩
序
の
価
値

の
承
認
に
基
づ
く
部
分
的
な
法

的
交
通
は
可
能
で
あ
る
。
物
質
的
利
害
閣
係
に
基
く
國
際
的
結
合

に
つ
い
て
は
更
に
二
つ
の
類
型

に
分
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。

二

)
技

術
的
類
型
の
國
際
的
閾
係
。
社
會

主
義
的
秩
序
が
技
術
の
極
度
の
強
度
化
,こ
不
可
分
の
閣
係
に
あ
る
以
上
是
等
の
事
項

に
關
す
る
技

術
的
協
定
は
充
分
価
値

あ
る
の
み
な
ら
ず
,
経
済
的
計
書
に
於
け
る
社
會
屯
義
的
建
設
の
實
現
の
た
め
に
は
基
本
的
前
提
・こ
し
て
新

な
る
深
遠
な
る
意
義

を
有
つ
も
の
で
あ
る
。

(
二
)
社
會
的
内
容
を
有
つ
物
質
的
利
益

の
分
界
に
關
す
る
國
際
法
関
係
、
通
商
條
約

は
そ
の
通
例
で
あ
る
。
そ
の
實
質
的
内
容

に
於
て
は
雨
當
事
者
は
全
然
反
対

の
立
場

に
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
是
等
の
條
約
が
幾

イ
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イ
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(
B
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九

二
)

八

分
か
の
妥
協
に
依
つ
て
締
結
さ
れ
る
の
は
現
在
の

國
際
通
商
の

無
制
限
の
要
求
、

過
渡
期
の
経
済

の
不
可
避
的
結
果
の

た
め
で
あ

る
。
從

つ
て
そ
の
條
約
の
内
容
は
そ
の
時
々
の
色
々
の
政
治
的
要
求

に
從

つ
て
色

々
に
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

過
渡
期
の
國
際
法
の
方
法
に
つ
い
て
。
過
渡
期
の
國
際
法
に
於
て
も
公
法
の
方
法
が
適
用
さ
れ
る
。
そ
れ
は

マ
ル
ク
ス
主
義
的
方

法
で
あ
る
。

「
再
生
せ
る
自
然
法
」
の
思
潮
は
小
ブ

ル
ジ
ョ
ア
暦
の
政
治
思
潮
で
あ
り
、
平
和
主
義
の
理
論

は
支
配
階
級
中
の
戦
争

の

「
超
利
潤
」
の
分
配

に
與
ら
な
か
つ
た
分
子
の
利
益

を
代
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
更
に
方
法
に
つ
い
て

は
、
學
者
が
現
代
の
國
際

法
の
理
論
や
瀞
度
や
規
範
を
濾
過
改
躊
し
て
過
渡
期
の
國
際
法
學
の
骨
組
を
組
立
て
る
た
め
に
用
ひ
る

「
技
術
的
方
法
」
が
最
も
興

味
あ
る
且
つ
重
要
な
も
の
・こ
思
は
れ
る
。
訳
の
四
つ
が
そ
れ
で
あ
る
。.

(
一
)
法
除
外
の
方
法
、
過
渡
期

の
國
際
法

に
於
て
は
從
來

の
法
規
は

一
部
分
漕
滅
し
て
他
の
秩
序
に
席
を
譲
つ
て
ゐ
る
。

(
二
)
命
令
的
選
択

の
方
法
、
從
來
の
法
律
學
に
於
て
は
、
種

々
の

理
論
の
中
か
ら
相
対
的

に
選
択
す
る
の
自
由
が
保
障
さ
れ
て
ゐ

た
が
、

社
會
主
義
的
法
意
識

は
命
令
的
選
択

を
要
求
し
て
ゐ
る
。

(
三
)
修
正
の
方
法
、
從
來
の
法
律
は
必
要
に
應
じ

て
改
正
さ
れ
埆
補
さ
れ
る
。

(
四
)
対
立

の
方
法
、
奮
き
規
範
は
新
し
き
規
範

に
依
つ
て
否
定
さ
れ
る
。

最
後
に
法
源
に
就
て
。

「
法
源
」
な
る
言
葉
は
二
つ
の
意
味
に
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
。
廣
義
に
於
て
は
法
創
造
的
要
素
.
狭
義
に
於

て
は
法
規
範
の
認
識
形
式
で
あ
る
。
第

一
の
意
味
に
於
て
は
從
來
自
然
法
學
派
歴
史

學
派
理
想
主
義

學
派

の
三
つ
の
流
れ
が
あ
つ
た



が
、
自
然
法
の
理
論

は
小
プ
ル
ジ
ジ
ヨ
ァ
的
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
超
階
級
的
な
全
人
類
的
理
想
法
を
云

々
す

る
が
故
に
マ
ル
ク
ス
圭

義
の
立
場
か
ら
は
無
意
味
で
あ
り
、
理
想
主
義
の
理
論
も
無
意
味
な
道
徳
性
や
直
観
的
法
的
髄
験
を
取
上
げ

て
ゐ
る
が
故
に
排
斥
さ

れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
國
際
法
は
要
す
る
に

「
社
會
的
発
展

の
最
後
の
段
階
の
所
産
で
あ
り
.
又
集
合
的
に
組
織

さ
れ
た
る
人
間
社
會

の

複
雑
な
歴
史
過
程
の
表
現
な
の
で
あ
る
」

二
二
日頁
)
。
こ
の
意
味
に
於
て
は
過
渡
期
の
國
際
法
の
立
場
か
ら

は
歴
史
學
派
が
最
も
現

實
的
の
も
の
ーこ
考

へ
ら

μ
る
。
勿
論

「
國
民
精
神
」
は

「集
合
的

(大
衆
)
心
理
」

に
依
つ
て
置
換

へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
第
二
の

意
味
に
於
て
は
法
源
ご
し
て
の
慣
習
.こ
條
約
の
関
係

が
問
題
に
な
る
。

一
般
國
際
法
に
於
て
は
慣
習

は
條
約

に
上
位
し
、
過
渡
期
の

國
際
法
に
於
て
は
條
約
が
無
制
限
に
支
配
す
る
。

こ
の
場
合
條
約
ε
協
約
の
旺
別
は
明
か
に
さ
れ
ね
ば
な
ら

ぬ
。

一
般
國
際
法
に
於

て
は
集
合
的
協
約
は
契
約
的
形
態
の
條
約
を
騙
逐
し
つ
・
あ
る
。
之
に
反
し
て
過
渡
期
の
國
際
法

に
於
て
は
そ
の
反
対

の
過
程
が
認

め
ら
れ
る
。

一.方
個
々
の
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
國
家
,こ
サ
ヴ

エ
ー
ト
ロ
シ
ヤ
ーこ
の
間
に
は
特
殊
條
約
が
不
断
に
生
れ
つ
・
あ
り
、
他
方
世
界

的
協
調
の
試

は
常

に
失
敗
に
終

つ
て
ゐ
る
。
こ
の
事
は

「
資
本
」
の
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ヨ
ナ
ル
が

「
解
放
さ
れ
た
る
労
働
」
の
世
界
と

・

の
要
協
を
登
見
す
る
可
能
性
を
認
め
得

る
時
期

に
到

つ
て
ゐ
な
い
事
を
示
め
す
も
の
で
あ
る
。

三
、
國
際
法
上
の
諸
問
題

第
四
章

「
國
際
法
の
主
体

,こ
し
て
の
國
家
」
。
先
づ
國
家
の
概
念
は
從
來
の
學
者
に
依

つ
て
法
人
格
・こ
し
て
規
定
さ
れ
た
。
し
か

イ
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ー
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イ

エ
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四
)

叫
0

し
か

・
る
國
家
観
念
は

「
頭
か
ら
足
の
先
ま
で
階
級
独
裁

の
原
則
の
上
に
購
成
さ
れ
て
ゐ
る
國
家
に
は
適

用
」

(
二
七
頁
)

さ
れ
な

い
。
少
く
・こ
も
過
渡
期
の
國
際
法

に
於
て
は
國
家
は
階
級
支
配
の
機
關
,こ
し
て
把
握
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

「
現
代
國
家
の
階
級
機
構

の
理
論
は
サ
ヴ

エ
ー
ト
ロ
シ
ヤ
の
公
認
學
説
で
も
あ
の
、
從

つ
て
共
和
國
の
國
家
的
建
設

に
於
て
も
そ
の
國
際
的
関
係

の
揚

面
に
於

て
も
そ
の
政
府
に
依
つ
て
實
行
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
」

(
二
九
頁
)
然
ら
ば
國
際
法
上
の
主
膣

は
國
家
の
み
に
限
ら
れ
る
か
。
こ
の
問

題
は
過
程
的
に
把
握
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
生
來
的
の
法
主
盤
は
な
い
、

昨
日
迄
の
法
客
燈
が

今
日
の

法
主
盟
,こ
な
る
の
で
あ

る
。
國
際
法
の
圭
髄

に
民
族
や
個
人
を
数

へ
る
學
者
も
今
日
決
し
て
少
く
な
い
。
し
か
し
こ
・
で
は

「
過
渡
期
の
法

に
対
し
て
利
害

関
係

を
も

つ
國
際
的
要
素
、
就
中
労
働

者
の
國
際
團
體

に
問
題
を
限
る
」

(ご
二
頁
)
。
國
際
的
ブ

・
レ
タ
リ
ャ
ー
ト
は
常
に
忠
買
な

る
ロ
シ
ヤ
の
同
盟
者
で
あ

つ
た
。

ロ
シ
ヤ
は
試
練
の
数
年
間
屡

々
プ
ル
ジ
ヨ
ァ
諸
政
府
の
頭
を
越
え
て
國
際
的
プ

ロ
レ
タ
リ
ヤ
ー
ト

に
呼
び
か
け
た
。
殆
ん
,こ
す

べ
て
の
國
の
プ

ロ
レ
タ
リ
ヤ
ー
ト
は
強
く
且
組
織
的

に
こ
の
呼
か
け
に
答

へ
た
。

「
昨
日
ま
で
無
力
で

あ

つ
た
國
際
的
プ

p
レ
タ
リ
ヤ
ー
ト
は
今
日
で
は
國
家
機
陶
の
活
動
を
無
力
な
ら
し
む
る
力
を
自
己
の
内

に
充
分
に
見
出
し
た
の
で

あ
る
。
明
日
は
そ
れ
を
自
己
の
た
め
に
働
か
せ
得
る
で
あ
ら
う
。
」

(三
二
頁
)

今
や
從
來
の
唯

一
の
独
占

者
た
る
國
家
の
傍

に
、

後
纏
者
・こ
し
て
又
は
競
争
者
,こ
し
て
博
愛
主
義

的
團
體

、
世
界
ト
ラ
ス
ト
、
プ

ロ
レ
タ
リ
ヤ
ー
ト
の
黄
色
及
び
赤
色
の
、
蕪
及
び
組

合
の
國
際
的
組
織
,
其
他
の
無
数
の
委
負
會

や
聯
盟
等
が
表

は
れ
て
ゐ
る
。

「
未
來
の
國
際
法
の
歴
史
は
彼
等
の
も
の
で
あ
る
。
」



(三
三
頁
)

し
か
し
現
在
で
は
尚
ほ

主
権
國
家

に
最
も
廣
汎
な
活
動
範
囲

が
残
さ
れ
て
ゐ
る
。

從

つ
て
次
に
ギ
権

が
問
題
に
さ
れ
る
。
從
來
の
主
権
理
論
に
は
二
つ
の
傾
向
が
あ
つ
た
。

一
は
縄
封
性

無
制
限
性
の
主
張
、
他
の

一
は
非
傳
來
性
の
主
張

で
あ
る
。

「後
者
即
ち
圭
権
を
S
e
l
b
s
t
b
e
s
t
i
m
m
u
n
g

の
意
味
に
解
す
る
理
論
は
こ
の
語
の
本
來
の
歴
史
的

意
義

(
l
e
 
r
o
i
 
n
e
 
t
i
e
n
t
 
d
e
 
n
u
l
l
y
 
h
o
r
s
 
d
e
 
D
i
e
u
 
e
t
 
d
e
 
I
u
i

)
に
も
現
代
の
要
求
に
も
適
し
て
ゐ
る
,こ
考

へ
ら
れ
る
Q

こ
の
見

解
か
ら
す
れ
ば
主
権

は
民
族
國
家
の
現
在
に
於
て
は
結
局

『
民
族
自
決
」
の
概
念
と

一
致
す
る
。
」

(三
四
頁
ψ

民
族
自
決
は
ベ
ル

サ
イ

ユ
條
約

に
於
て
も
問
題
に
さ
れ
た
が
、
そ
れ
,こ
封
踪
的
地
位
に
立
つ
も
の
,こ
し
て
、

ロ
シ
ヤ
,こ
ト
ル
コ
.
ペ
ル
シ
ヤ
等
,こ
の
間

の
諸
條
約
が
取
上
げ
ら
れ
る
。
こ
の
二
つ
の
條
約
の
対
比
か
ら
次
の
結
論
が
生
れ
る
。

「
是
等
の
條
約
は
註
繹
を
待
た
ず
ーこ
も
次
の

事
を
明
か
に
し
て
ゐ
る
f

一
方
は

『
選
ば
れ
た
る
者
」
の
主
権

,ご
命
令
的
後
見
か
ら
委
任
統
治

に
至
る
迄
の
弱
者
の
歴
迫
を
、
他

方

は
主

標

の
原

則

の
尊
重

を

。

」

「
ヨ
ー

ロ
ッ

パ
國

際

法

の

一
般
的

獲

展

過

程

が

主
権

概

念

の
否

定

の

方

向

に
あ

る

に

反

し

て
、

サ

ヴ

エ
ー

ト

ロ

シ

ヤ
は

『
古

典

的

」
主
権

の
理

論

の

チ

ヤ

ム
ピ

オ

ン
・こ
し

て
登

場

す

べ
き

任

務

を

有

つ
て
ゐ

る
。

L

ρ
四
二
頁
)

か

く

の
如

き

圭
権

理
論

か

ら

次

の

諸
問

題

が

提

出

さ

れ

る

。
特

殊

な
問

題

,こ
し

て

は

サ

ヴ

エ
ー

ト

ロ

シ
ヤ

の
圭
権

の
擁

護

に
關

す

る
種

々

の

特

殊

問
題

へ
の

サ
ヴ

エ
ー

ト
政

府

の
参

加

。

一
般

的

の
問

題

,こ
し

て

は
國

家

の
平

等
権

、

仲

裁

々
判

、

多

数

決

の

原
則

、

國

際

聯

盟

等

が

そ
れ

で

あ

る

。

圭
権

,こ
最

も
密

接

な
関
係

を

有

す

る
も

の
と

し

て

干
渉

の

問

題

が
あ

る
。

從

來

の
理

論

は
過

渡

期

の
國

際

法

イ

エ
ー
.
ア
ー

.
コ
ロ
ー
ヴ
イ
ン

『
過
渡
期
の
國
際

法
」

(
第
二
谷
第

一
號
)

(B

一
九
五
)

=



イ

エ
ー

・
ア

i

・
コ

ロ
ー
ヴ

イ

ン

『
過
渡
期

の
國

際

法
」

(
第

二
巻
第

一
號

)

(
B

一
九
六

)

=

一

に
於
け
る
干
渉
の
問
題
を
解
決
し
得
な
い
。
聯
合
諸
國
の
サ
ヴ

エ
ー
ト
ロ
シ
ヤ
に
対
す

る
干
渉

の
歴
史

を
見
れ
ば
、
そ
れ
は
國
除
的

領
域
に
於
け
る
階
級
闘
事
の
歴
史
で
あ
る
。
過
渡
期
の
法
意
識
に
,こ
つ
て
に
條
約

の
制
限
外
に
於
て
は
対
立

す
る
二
つ
の
世
界

の
相

互
関
係

は
遽
常
階
級
闘
争

の
形
を
ーこ
る
。
從
つ
て
ロ
シ
ヤ
の
労
働
者
は
聯
合
國

の
干
渉

に
対
し
て
は
強
い
否
定

の
態
度
を
,こ
つ
て
ゐ

る
が
、
そ
れ
は
決
し
て
階
級
闘
争

の
手
段
,こ
し
て
の
干
渉

の
否
定
で
は
な
い
。
そ
れ
は
特
定

の
條
件
の
下

に
於
て
は
最
も
有
意
義
な

進
歩
的
な
手
段
と
な
り
得
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
が
聯
合
國

の
手
中
に
あ

つ
て
ロ
シ
ヤ
に
対
し

て
用
ひ
ら
る
る
場
合

に
は
退
歩

的
な
意
義
し
か
有
ち
得
な
い
。
資
本
主
義
諸
國

の
干
渉

は

「
歴
史

の
車
輪
を
止
め
,
就
曾
的
力

の
蛮
生
。こ
運
動
を
妨
げ
や
う
,、〕す
る

無
意
味
な
企
圖
で
あ
り
、
生
き
た
も
の
を
捕

へ
や
う
ミ
す
る
盲
者
の
あ
が

き
で
あ
る
。
」

(五
二
頁
)

第
五
章

「
國
際
交
通

の
諸
機
關
」
。
先
づ
外
交
使
節
に
付
て
最
も
特
徴
的
の
鮎
は

「
痩
節
の
階
級
」
の
廃
止
で
あ
る
。
外
國

に
派

遣
さ
れ
た
る

ロ
シ
ヤ
の
代
表
は
統

一
的

に

「
サ
ヴ
エ
ー
ト
ロ
シ
ヤ
全
権

代
表

(
ボ
ル
プ

レ
ッ
ド
)
」
,こ
呼
ば
れ
、
外
國

の
使
節
は
そ

の
呼
称

の
如
何
に
拘
ら
ず
平
等
の
権
利
が
認
め
ら
れ
る
。
何
故
な
ら
ば
國
際
使
節
は
決
し
て
、
偶
像
化
さ
れ
た
國
家
八
絡

の
代
表
で

は
な
く
し
て
、
正
に
國
内
の
支
配
階
級

の
代
表
だ
か
ら
で
あ
る
.、
更

に
外
交
使
節

の
特
権

(
荷
物
郵
便
物

等
に
關
す
る
)
の
制
限

の

規
定
が
あ
る
。
そ
れ
は
外
交
使
節
の
特
権

に
対
し
て
手
段
的
価
値

し
か
認
め
な
い
考

へ
方
の
現
は
れ
で
あ

る
。
最
后

に
秘
密
外
交
の

放
棄
も
又

一
つ
の
特
色
で
あ
る
.
そ
れ
は

「
特
堰
階
級
が
幾
千
萬

の
國
民
大
衆

の
財
布
,・旨生
命
,こ
を
か
け
て
秘
密
に
條
約
を
締
結
す



る
こ
・こ
を
不
可
能
な
ら
し
む
る
法
律
的
制
限
を
作
り
出
す
L
こ
と

に
依
て
、
即
ち

「
形
式
的
政
治
的
梗
機

の
代
り
に
實
質
的
法
律
的

喫
機
を
前
面

に
推
し
出
す
」

(五
九
頁
)
こ
、こ
に
依
て
保
障
さ
れ
て
ゐ
る
。
次
に
領
事
に
關
し
て
も

「
階
級
」
は
廃
止

さ
れ
て
ゐ
る
。

通
商
問
題
に
關
す
る
事
項
は
通
商
代
表

の
罹
限
内
の
も
の
,こ
し
て
領
事
の
管
轄
事
項
か
ら
取
除
か
れ
て
居
り
、
領
事
裁
判

に
關
す
る

規
定
も
な
く
、
又
滞
在
國

の
ブ
ル
ジ

ヨ
ア
ジ
ー
,こ
の
交
通
の
緊
密
度
に
關
す
る
規
定
が
存
在
し
て
ゐ
る
こ
、こ
等
は

ロ
シ
ヤ
の
領
事
規

程
の
特
色
で
あ
る
。
こ
の
規
程
は
領
事
が
全
梅
代
表

の
技
術
的
な
共
働
者
,こ
し
て
の
み
な
ら
ず
、
同
時
に

サ
ヴ
エ
ー
ト
ロ
シ
ヤ
の
國

境
外
に
あ
る
プ

ロ
レ
タ
リ
ヤ
ー
ト
の
サ
ヴ

エ
ー
ト
組
織

の
基
本
細
胞
,こ
し
て
の
任
務
を
有
し
て
ゐ
る
こ
と

を
示
め
し
て
ゐ
る
。
最
后

に
通
商
代
表

に
關
し
て
。
通
商
代
表
は
外
務
人
民
委
員
會

の
機
關
で
あ
り
、
同
時
に
全
構
代
表

の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
職
務
は
行
政

的

の
も
の
・こ
通
商
に
關
す
る
も
の
,こ
の
両
者
に
股
つ
て
ゐ
る
。

そ

れ

は

ブ
ル
ジ

ヨ
ア
國
家

の
経
済
使
節

・こ
は
全
然
性
質
を
異
に
す

る
。
通
商
代
表
は
調
査
報
告

の
機
關
,こ
し
て
f
は
な
く
、

「
通
商
す
る
國
家
」

の
行
政
機
關
,こ
し
て
の
任
務
を
有

つ
て
ゐ
る
。

第
六
章

「
國
際
條
約
」
。
サ
ヴ
エ
ー
ト
ロ
シ
ヤ
の
條
約
締
結

の
歴
史
的
考
察

に
際
し
て
は
先
づ
次

の
如
き
発
展

段
階
が
麗
分
さ
れ

る
。
第

一
期
ー

こ
の
時
期
に
於
て
は
條
約
は
全
然
通
常

の
國
際
條
約

の
性
質
を
有
つ
て
ゐ
な
い
。

「
暴
力
・こ
掠
奪
」

の
行
爲
以
外

の
何
も

の
で
も
な
い
。
第
二
期
ー

邊
境
國
家
・こ
の
平
和
條
約
西
欧
話
國
,こ
の
間
の
抑
留
人
民
及
び
俘
虜

の
交
換

に
關
す
る
條
約
が

締
結
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
両
當
事
國
の
双
方
的
な
義
務
、
平
等
な
る
権
利
が
規
定
さ
れ

「
國
際
法
の
規
定

に
準

つ
て
」
締
結
さ
れ
て

イ

エ
ー

・
ア

ー

●
コ
ロ
ー
ヴ

イ

ン

『
過
渡

期

の
國

際

法
』

(
第

二
霧
第

一
號

)

ρ
B

一
九
七

)

二
二



イ

エ
i

・
ア

;

・
コ

ロ
ー

ヴ

イ

ン

「
過
渡

期

の
國

際

法
』

(
第

二
巻
第

噌
號

)

(
B

輔
九
八

)

一
四

ゐ

る
。

第

三
期

ー
ー

サ

ヴ

エ
ー

ト
…
権力

の
確

立

、

サ
ヴ

エ
ー

ト
政
府

の
事

實

上

の
承

認

、

ブ

ル
ジ

ヨ

ア
諸

國

。こ

の
條

約

に

よ

つ
て

経

濟

的
関
係

を
結

ば

ん

,こ
す

る
試

み

の
時
期

で

あ

る
。

從

つ
て

こ

の
時

期

に
於

て

初

め

て

正
常

な

る
國

際
関
係

に

入

つ
た
。

一
九

二

一
-

二

三
年

の
西

欧

諸

國

・こ

の
,

一
九

二
〇

年

の
邊

境

諸

國

ご

の
、

一
九

二
〇
1

二

三
年

の
東

方

諸

國

・こ

の
、

一
九

二
四
ー
ー

二
五
年
の
伊
日
濁
と

の
諸
通
商
條
約
の
歴
史
的
考
察
は
次
の
結
論
を
導
き
出
す
、

「戦
時
共
産
制

よ
り
新
纒
濟
政
策

へ
の

過
渡

に
よ
つ
て
特
徴
付
け
ら
れ
る
サ
ヴ
エ
ー
ト
同
盟
の
國
民
経
済

の
発
展
は
、
最
恵
國
條
款
の
適
用
の
限

界
を
廣
め
て
ゐ
る
。
し
か

し
最
近

の
轡
遷
を
見
て
も
尚
、
単
に

形
式
的
な
性
質
を
多
分
に
有
し
て
ゐ
る
。
外
國
及
び
そ
の
國
民

の
利
益
,こ
な
り
、
且
つ
同
時
に

出
來
る
だ
け
自
國

の
秩
序
に
適

糠
す
る
標
な
制
度
の
實
現
の
た
め

の
手
段
・こ
し
て
の
條
款
の
本
來
の
賃
質
上
の
意
義

は
、

サ
ヴ

エ
ー

ト
の
條
約

の
實
際

に
於
て
は
、
そ
の
完
全
な
表
現
を
見
出
さ
な
い
。
第

一
に
屡

々
適
用
さ
れ
て
ゐ
る
無
條

件
條
款
、
第
二
に
條
文

の

中
に
現
は
れ
て
ゐ
る
無
数

の
例
外
,
第
三
に
封
外
通
商
の
独
占
,
そ
れ
は
サ
ヴ

エ
ー
ト
経
済

を
絶
対
的
最

恵
國
條
款
と
云

ふ
自
働
的

に
開
か
れ
る
門
戸
か
ら

の
外
國
資
本
の
侵
入
に
対
し

て
防
衛
す
る
所
の
、
法
律
的
バ
リ
カ
ー
ヂ
で
あ
る
。
」

(九
三
頁
)

更

に
次
の

諸
條
約
は
種

々
の
諸
問
題
を
提
出
す
る
。
サ
ヴ
エ
ー
ト
政
府
の
d
e
 
f
a
c
t
o

及
び
d
e
 
j
u
r
e
の
承
認
に
關

す
る

一
九
二

一
i

二
三

年
の
西
漱
諸
國
、こ
の
諸
條
約
、
帝
國
主
義
反
対

の
民
族
運
動
に
対
す

る
ロ
シ
ヤ
の
態
度
を
明
示
し
た
東
洋
諸
國
・こ
の
諸
條
約
、

一
九

二
六
ー

二
七
年
の
邊
境
諸
國
,こ
の
不
侵
害
及
び
中
立
に
關
す
る
保
障
條
約
、
鐵
道
電
信
電
話
蓮
輸
等
に
關
す
る
純
技
術
的
條
約
、



最
后
に
外
國
の
私
的
團
體

く」
の
條
約

(特

に
A
m
e
r
i
c
a
n
 
R
e
l
i
e
f
 
 
A
d
m
i
n
i
s
t
r
a
t
i
o
n
 
 
A
R
A

,こ
の
條
約
)
。
そ
の
最
后
の
部
類
に

属
す

る
條
約
i

主
-、旨し
て
救
護
事
業
に
關
す
る
ー

は
私
的
團
體

の
法
主
体

性
を
承
認
し
、
外
交
官
の
特
権

に
關
す
る
治
外
法
権

の
擬
制
を
破
り
、
そ
れ
に
手
段
的
価
値

し
か
與

へ
な
い
等
の
瓢
に
於
て
注
目

に
債
す
る
も
の
の

一
つ
で
あ
る
。
叉
最
后
に
戦
時
共
産

制
時
代
の
方
法
に
ょ
つ
て
創
ら
れ
た
條
約
は
す
べ
て
、

・
シ
ヤ
の
平
和
的
経
済

的
建
設

へ
の
過
渡
・こ
共
に

「
事
實
」
の
力
に
よ

つ
て

そ
の
対
象

を
失

つ
て
ゐ
る
。

最
后
に
條
約
の
問
題
,こ
し
て
r
e
b
u
s
 
s
i
c
 
s
t
a
n
t
i
b
u
s

の
原
則

』就
・L
。
換
言
す
れ
ば
、
変
更

し
た
る
條
件
の

下
に
於
て
な
さ
れ

る
條
約
関
係

か
ら
の

一
方
的
脱
退
の
合
法
性
の
問
題
で
あ
る
。

こ
の
問
題
に
關
す
る
セ
ル
ビ
ヤ
・こ
プ
ル
ガ
リ
ヤ

(
一
九

=
二
)
.
イ

タ
リ
ヤ
ー、)
オ
ー
ス
ト
リ
ヤ

(
一
九

一
五
)
、

ロ
シ
ヤ
,こ
支
那

(
一
九

一
九
)
の
問
題
を
見
れ
ば
、
條
約
関
係

か
ら
の
睨
退
の
動
機
の

恣
意
性
と

そ
の
合
法
性
の
評
価

の
不
可
能
性
・こ
を
知
り
得

る
。
何
ミ
な
れ
ば
實
際
の
状
態
及
び
変
更

の
程
度

に
關
す
る
双
方
の
評
価

は

一
致
し
な
い
し
、
又
之
を
決
定
す
る
権
限
機
關
も
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
C
l
a
u
s
u
I
a
 
r
e
b
u
s
 
s
i
c
 
s
t
a
n
t
i
b
u
s

の
問
題
は
そ
の

内
容
か
ら
見
れ
ば
、
法
律
的
な
る
も
の
,こ
事
實
的
な
る
も
の
ミ
の
限
界
,

即
ち
法
律
的
な
る
も
の
,こ
事
實
的

な

る
も
の
,こ
の

間
の

P
r
i
m
a
t

の
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
は
法
律
學
の
全
領
域
の
根
本
問
題
で
あ
の
、

事
情
変
更

の
原
則

の
問
題
は

こ
の
多

面
的
問
題
の

一

面
で
あ
る
。
例

へ
ば
刑
法

に
於
け
る
正
當
防
衛
、
國
法
に
於
け
る
戒
嚴
等
々
、
そ
こ
で
は
す
べ
て
の
法
律
は
生
け
る
人
間
の
た
め
に

イ
エ
ー
.
ア
ー
.
コ
ロ
ー
ヴ
イ
ン
『過
渡
期
の
國
際
法
」

(第
二
巻
第

一號
)

(B

一
九
九
)

一
五



イ

エ
ー

・
ア
ー

・
コ

ロ
ー
ヴ

イ

!

「
過

渡
期

の
國
際

法
』

(
第

二
巻
第

一
號

)

(
B

二
〇

〇
)

一
六

存
在
す
る
ーこ
の
根
拠

か
ら

「
合
法
的
違
法
」
が
成
立
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
叉

一
つ
の
法
秩
序
が
非
常
時
に
は
そ
れ
ーこ
全
然
反
対

の
秩

序

に
依

つ
て
代
置
さ
る
る
こ
と
を
意
味
し
て
ゐ
る
。
即
ち
正
常
な
る
法
秩
序

の
例
外
的
法
秩
序
に
よ
る
代
置

で
あ
る
。
こ
の
問
題
は

國
際
法
の
領
域
に
於
て
も
現
は
れ
る
。
過
渡
期
の
國
際
法
,こ
呼
ば
る
る
法
律
體
系

は
、
社
會

革
命
に
依
て
変
更

さ
れ
た
る
事
情
の
下

に
於
け
る
ブ
ル
ジ

ヨ
ア
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
國
際
法
に
代
置
さ
る
る
法
體
系

で
あ
る
。
從

つ
て
ブ

ル
ジ
ヨ
ア
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
の
國
際
法

の
下
に
締
結
さ
れ
た
る
條
約
其
他
の
法
律
関
係

は
そ
れ
・こ
同
時
に
浸
落
す
る
.

第
七
章

「
戦
争
法
の
基
本
問
題
」
。
我
々
の
す
べ
て
が
種
々
の
程
度
に
於
て
参
加
し
た
帝
國
主
義
戦
争

,
軍
備
縮
少
の
國
際
會
議

是
等
は
す
べ
て
最
も
廣
汎
な
入
民
暦
の
注
目
を
戦
争
権
力
の
制
限
の
問
題
に
向
け
し
め
て
ゐ
る
。
戦
事
法
の
形
式
の
遵
奉
を
保
障
す

る
唯

一
の
方
法
は
國
家
の
武
力
の
合
法
的
行
使
で
あ
る
。
從

つ
て
我
々
は
現
行
戦
争
國
際
法
の
根
本
原
則
は
何
で
あ
る
か
を
見
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。

一
九
〇
七
年
の

へ
ー
グ
會
議
、

一
八
六
四
年
及
び

一
九
〇
六
年
の
ジ

ユ
ネ
ー
ヴ
會
議
及

一
九
〇
九
年
の
ロ
ン
ド

ン
曾

議
は

一
九

一
四
年
の
戦
争
迄
の
戦
争
法
規
の
基
本
規
定
を
構
成
し
た
。

こ
こ
で
は
そ
の
諸
の
原
則
を
吟
味
し
や
う
。一

先
づ
第

一
に
戦
争
に
關
す
る
協
約
的
規
定
の
形
式
的
価
値

が

問
題
に
な
る
。
だ
が
如
何
な
る
理
論
も

本
質
的
な
解
答
を

與

へ
な

い
。

コ

方
我
々
は
、
プ
ル
ジ

ヨ
ア
諸
政
府
の
署
名
に
よ
つ
て
も
又
形
式
的

ス
コ
ラ
ス
テ
イ
ー
ク
の
モ
テ
ィ
ー

フ
に
よ
つ
て
も
、
課

せ
ら
れ
た
義
務

(特

に
社
會
主
義
國
家
と
の
關
聯
に
於
て
)
に
対
す

る
忠
實
は
保
障
さ
れ
な
い
こ
と
を
、
誰

よ
り
も
よ
く
知
つ
て
ゐ



る
。
又
他
方
、

ヘ
ー
グ
其
他
の
戦
事
に
關
す
る
協
約
は
何
人
か
の
法
制
定
の
産
物
で
あ
り
、
十
九
世
紀
の
慣
習
法
の
表
現
以
上
の
何

物
で
も
な
い
か
ら
、
上
述
の
意
味
に
於
け
る
C
l
a
u
s
u
l
a
 
r
e
b
u
s
 
s
i
c
 
s
t
a
n
t
i
b
u
s

の
形

に
於
け
る

不
可
避
的
な

『
社
會
革
命
,こ
關
聯

す
る
改
正
」
を
件
ふ
限
り
に
於
て
、
サ
ヴ

エ
ー
ト
ロ
シ
ヤ
に
ε
つ
て
も
亦
、
そ
の
相
対
的
価
値

が
認
め
ら
れ
る
。
L

(
=

五
頁
)
次

に
戦
争
法
の
個
々
の
原
則
の
問
題
に
つ
い
て
。

一
、
戦
争

の
開
始
。
通
常

へ
ー
グ
會
議
の
決
議
か
ら
戦
争
は
宣
戦
に
依
つ
て
開
始
さ

れ
る
ー、一云
ふ
。
し
か
し
戦
事
の
實
際
は
こ
の
原
則
を
破
つ
て
ゐ
る
。
違
法
的
開
戦
の
可
能
性
は
サ
ヴ
イ
エ
ー

ト
ロ
シ
ヤ
に
ε
つ
て
は

維
封
に
排
除
さ
れ
る
。
何
,、旨な
れ
ば
か
か
る
手
段
の
唯

一
の
r
a
i
s
o
n
 
 
d
'
e
t
r
e

は
特
定
の
領
土
的
目
標

に
向
け
ら
る
る
攻
撃
的

侵
略

戦
争
で
あ
る
か
ら
。
從

つ
て
又
サ
ヴ
エ
ー
ト

ロ
シ
ヤ
は

「
平
和
の
た
め
の
闘
争
」
の
た
め
に
屡
々

へ
ー
グ
規
範
の
た
め
の
圖
士
の
仲

間
入
り
す
る
こ
,、、
を
鯨
儀
な
く
さ
れ
る
。
二
,
戦
闘
員
の
概
念
。
戦
争
は
國
家
問
の
関
係
で
あ
の
從

つ
て
國
民
は
そ
れ
が
國
家
機
關

た
る
場
含
の
み
戦
争

の
影
響
を
受
け
る
の
で
あ
る
。
戦
闘
員
の
概
念
は
從
來
の
教
科
書
の
ス
テ
ロ
版
で
あ
る
が
,

一
九

一
四
年
の
戦

箏
は
こ
の
理
論
に
反
し
て
現
在
の
戦
事
が
大
規
模
な
経
済

的
國
家
的
な
企
圖
で
あ
る
こ
と

を
示
め
し
て
ゐ
る
、
こ
の
事
は
非
戦
圖
員

の
戦
闘
員
化
を
促
進
す
る
。
そ
こ
で
は
戦
闘
員
・こ
非
戦
闘
員
,こ
の
旺
別
は
意
義

を
失
ふ
。

「
社
會
主
義
國
家
の
唯

一
の
戦
争
様
式
は

階
級
の
自
己
防
衛
で
あ
り
、
反
対

に
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
世
界
に
於
て
は
サ
ヴ
エ
ー
ト
國
家

へ
の
進
軍
で
あ
り
、
世
界
無
政
府
の
怪
物
,
革

命
の
英
雄
,
ブ
ル
ジ

ョ
ア
的
安
寧
の
蝿
凱
者
に
対
す

る
十
字
軍
で
あ
る
。
」

二

二
四
頁
)
從
つ
て
戦
圖
員
乃
至
俘
虜
の
概
念
に
於
て

イ
エ
ー
●
ア
ー
●
コ
ロ
ー
ヴ
イ
ン
「過
渡
期
の
國
際
法
」

(第
二
巻
第
}號
)

(B

二
〇
}
)

一七



イ

エ
ー
●
ア
ー

●
コ
ロ
ー
ヴ
イ
ン

『
過
渡
期

の
國
際
法
』

(第

二
巻
第

=
號
)

(B

二
〇

二
)

一
八

対
立

を

塩

ず

る

の

は
當

然

で
あ

る
。

ブ

ル
ジ

ヨ

ア
國

家

の
支

配

階

級

は
プ

ロ

レ
タ

リ

ヤ
的

人

民

暦

の

手

,こ
肉
と

に
依

て
戦
争

を
途

行

す

る

。

サ
ヴ

エ
ー

ト

・
シ

ヤ
の

眼

か

ら

は
彼

等

戦

闘

員
達

は
躰
農

共

和
國

の
同

胞

で
あ

る
。

彼

等

に
釣

す

る
攻

撃

は
自

己
防

衛

の

必

σ

要
に
出
る
も
の
で
あ
り
、
彼
等
が
武
器
を
放
棄
す
る
や
否
や
、
我
々
の
任
務
は
彼
等
に
労
働
者
の
國
際
的
連

帯
の
必
要
を
説
明
す
る

こ
と

に
あ
る
。
之
に
反
し
て
ブ
ル
ジ

ヨ
ア
諸
國
は
サ
ヴ

エ
ー
ト
ロ
シ
ヤ
の
俘
虜
を
如
材
に
腿
分
し
た
か
。
三
、
戦
争
の
手
段
。
第
四

回

へ
ー
グ
會
議
は
そ
の
第
二
二
-

二
八
條
に
於
て
戦
争
の
手
段
に
關
す
る
規
定
を
設
け
て
ゐ
る
。
し
か
し
世
界
大
戦
の
経
験
は
こ

の
規
定
の
無
力
を
示
め
し
て
ゐ
る
。
あ
ら
ゆ
る
學
者
政
治
家
は
こ
の
問
題
の
解
決
に
努
力
し
て
ゐ
る
,
し
か
し
ワ
シ
ン
ト
ン
會
議

(

一
九
二
二
・
二
)
も
ジ

ユ
ネ
ー
ヴ
會
議

(
一
九
二
五
・
七
)
も
ラ
デ
ラ
ノ
會
議

の
砲
銃
を
禁
止
し
て
戦
争
の
惨
禍

を
除
か
う
,こ
す
る

試
を
再
び
二
十
世
紀

に
於
て
繰
返

へ
し
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
。
サ
ヴ
エ
ー
ト
ロ
シ
ヤ
は
屡
々
戦
争

手
段

の
人
道
化

の
た
め

に
岡

つ

た
。
し
か
し
絶
繋
的
高
権

や
入
道
の
見
地
か
ら
戦
争
手
段

の
緩
和
を
主
張
し
た
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
サ
ヴ

エ
ー
ト
戦
争

の
特
質

(

階
級
の
自
己
防
衛
)
の
結
論
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
明
日
の
世
界
革
命

の
主
膿
に
ま
で
結
成
さ
れ
る
所
の
労
働
春
農
民

の
健
康
と
生

命
の
た
め
に
主
張

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
サ
ヴ
エ
ー
ト
戦
争

の
實
際
は
、
戦
争

の
手
段
に
開
し
て
更
に
新
な
る
問
題
を
提
供
す
る
。
即

ち
被
駆
迫
階
級

の
革
命
的
共
働

に
よ
る
兵
靖

の
破
壊
及
び
F
r
a
t
e
r
n
i
s
i
e
r
u
n
g

の
如
き
闘
事
形
態
で
あ
る
。

か

・
る
手
段
は
ド
イ
ツ

に
よ
つ
て

フ
ラ

ン
ス
に
対
し
て
用
ひ
ら
れ
た
、
例

へ
ば
ホ
フ
マ
ン
將
軍
は
ロ
シ
ヤ
の
革
命
的
文
献
を

フ
ラ

ン
ス
に
途
つ
て
國
内
の
掩



謝
を
企
て
た
。
し
か
し
社
會

主
義
國
家
が
こ
の
手
段
を
用
ひ
る
の
は
ド
イ
ツ

の
そ
れ
ーこ
は
全
然
異
な
る
。
破
壊
の
物
神
崇
拝
を
宣
傳

す
る
の
で
は
な
く
て
社
會
主
義

國
家
自
身

の
存
在
根
撮
た
る
基
太
原
理
の
勝
利
を
宣
傳
す
る
の
で
あ
り
、
既

.そ
の
存
在
の
事
實
、

そ
の
印
刷
物
の
各
頁
、
そ
の
法
律
の
各
條
項
、
そ
の
サ
ヴ
エ
ー
ト
の
投
票
に
よ
つ
て
煽
動
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
サ
ヴ

エ
ー
ト
ロ
シ

ヤ
は
経
済
的
平
和
的
共
同
生
活
の
利
益
の
た
め
こ
、
種

々
の
安
協
的
條
約
に
依
つ
て
獲
表

の
自
由
を
制
限

さ
れ
て
ゐ
る
が
た
め
に
、

戦
争
が
頂
黙
に
達
す
る
や
否
や
こ
の
本
來

の
自
由
を
再
び
要
求
し
、
敵
の
眼
前
に
す
べ
て
の
搾
取
者
の
永

久
の
公
然
の
敵
,こ
し
て
、

被
圧
迫

民
衆

の
味
方
擁
護
者
,こ
し
て
マ
ス
ク
を
睨
い
で
現
れ
る
の
で
あ
る
。
四
、
占
領
。
第
四
回

へ
ー
ゲ
會
議
は
第
四
三
條
に
於
て

「
國
の
朧
力
が
事
實
上
占
領
者

へ
の
手
に
移

つ
九
後
、
占
領
者
は
縄
封
的

の
支
障
な
き
限
り
は
占
譲
地

の
現
行
法
律
を
尊
重
し
て
成

可
く
公
共
の
秩
序
及
び
生
活
を
回
復
確
保
す
る
た
め
施
し
得

べ
き

一
切
の
手
段
を
鑑
す
べ
き
で
あ
る
」
,こ
規
定
し
た
。
し
か
し
露
土

戦
役

(
一
八
七
七
)
南
阿
戦
争

(
一
九
〇
〇
)
日
露
戦
争

(
一
九
〇
四
)
バ
ル
ヵ

ン
戦
争

(
一
九

一
二
)
及
び
世
界
大
載
の
事
實
は

す
べ
て
こ
の
規
定
を
破

つ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
事
實
を
そ
の
た
び
に
、
そ
の
戦
争

の
特
殊
性
、
そ
の
個
有
の
目
的
の
理
由
か

ら
正
當
付
け
や
う
ーこ
し
て
ゐ
る
。
就
曾
主
義
國
家
を
問
題
と
す
る
場
合
次

の
事
が
問
題

に
さ
れ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
即
ち
サ
ヴ

エ
ー
ト
権

力
が
占
領
者
と
し
て
表
は
れ
た
場
合
、
占
領
地
に
於
け
る
搾
取
及
び
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
的
秩
序
の
不
侵
害
の
義

務
を
感
ぜ
ず
、
そ
こ
の
勢

働
大
衆

の
就
魯
主
義
的
基
礎
に
基
く
就
曾
組
織
を
援
助
し
た
場
合
、
そ
れ
は
不
法
行
爲
,こ
見
る
べ
き
か
?

し
か
も
そ
の
戦
争
は
特

イ

エ
ー

。
ア
ー

●
コ
ロ
ー
ヴ
イ
ン

「
過
渡
期
の
國
際
法
」

(
第
二
巻
第

↓
號
)

(
B

二
〇
三
)

一
九



イ

エ
ー

・
ア
ー

・
コ
ロ
ー
ヴ
イ
ン

「
過
渡
期

の
國
際
法
」

(
第

二
巻
第

一
號
)

(
B

二
〇
四
)

二
〇

殊
な
階
級
性
を
有
し
て
ゐ
る
。
叉
プ
ル
ジ
ヨ
ァ
國
家
に
よ
る
そ
の
反
対
の
過
程
も
當
然
問
題
ご
さ
れ
る
。

こ
の
場
合
社
會
主
義
的
法

的
形
態

の
同

一
性
を
前
提
す
る

ヘ
ー
グ
の
戦
争
法
規
は
無
用
の
規
定
と
な
る
。
そ
こ
で
は
新
し
い
規
範
が
適
用
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

五
、
中
立
の
概
念
。
二
つ
の

「
永
世
中
立
國
」

の
侵
略
に
初

つ
た
世
界
大
戦
は
中
立
の
概
念
を
根
本
か
ら
覆

へ
し
た
。
諸
の
政
府
の

悪
い
意
圖
で
は
な
く
し
て
戦
争
そ
れ
自
身
の
性
質
が
然
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。
新
た
な
る
性
質
を
も
つ
た
現
代
の
戦
争
に
於
て
は
中

立
國
は
そ
の
利
益

の
た
め
に
屡

々
交
戦
國
・こ
し
て
現
は
れ
る
,
多
く
の
中
立
國
に
対
し

て
は
、
経
済

的
政
治
的
に
結
び
つ
く
た
め
に

爾
交
戦
國
の
何
れ
か
に
援
助
を
與
ふ
べ
き
、
必
然
性
が
認
め
ら
れ
る
。
國
際
聯
拶
規
約
第

一
⊥バ
ー

一
八
條

は
中
立
の
領
域
を
独
め

て

ゐ

る
。

之

に

反

し

て

サ

ヴ

エ
ー

ト

ロ

シ
ヤ

は

、

そ

の
利
益

を
犠

牲

に
す

る
こ
と

な

く

し

て
、
純

梓

な

中

立

を
主

張

す

る
こ

ミ
が

出

來

る

。

如

何

な

る

プ

ル
ジ

ヨ

ァ
國

家
と

も
経
済

的

に
密

接

な
関
係

に
立

た
な

い
し

、

政

治

的

に

は
原

則

,こ
し

て
抗

争

の
関
係

に
あ

る

か
ら

。

ブ

ル
ジ

ヨ
ア

ジ
ー

が

昂

奮

す

る

「
世

界

的

問

題

」

も

サ
ヴ

エ
ー

ト

ロ

シ

ヤ

に
ご

つ
て

は
赤

衛

軍

の

一
兵

卒

の
血

に
値

ひ

し

な

い

.、
太

平
洋

を
中

心

に
ま

き
起

さ
れ

る
日

米

の
抗

争

に
対
し

て
も

、

そ

れ
故

に
、

ロ

シ

ヤ
は
嚴

正
中

立

の
態

度

を
保

ち

得

る
の

で

あ

る
。

四

、

む

す

び

以
上
私
は
コ
ロ
ー
ヴ
ィ

ン
の
著
書
の
大
略
を
叙
述
し
た
。
私
は
今
之
を
嚴
密
に
吟
味
し
批
刹
す
る
鯨
裕

,こ
能
力
,こ
を
持
ち
合
せ
な



い
。
只
極
簡
単

に
二
三
の
問
題
を
提
出
し
て
こ
の
稿
の
む
す
び
,こ
し
や
う
。

先
づ
叙
,述
の
仕
方
に
つ
い
て
、
前
述
の
如
く
本
書
の
髄
系
は
從
來
の
教
科
書
の
型
を
破
つ
て
ゐ
る
。
章

節
の
分
け
方
は
全
然

「
平

時
」

「
戦
時
」
の
分
け
方
を
禰
…棄
し
て
居
り
、
從
來

一
章
を
構
成
し
て
ゐ
た
載
争
豫
防
法
に
關
し
て
は
全
然
問
題
外
に
お
か
れ
て
居

る
。
國
際
聯
盟

や
國
際
司
法
裁
判
等

は
主
権
の
問
題
の

一
?
こ
し
て
取
扱
は
れ
て
ゐ
る
。
又
彼

に
於
て
は

「
資
料
事
實
の
新
し
い
取

扱
方
の
報
告
」
が
目
的
で
あ
る
故

に
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
つ
い
て
歴
史
的
事
實
か
先
づ
第

一
に
暴
げ
ら
れ
て
ゐ
る
。
是
等
の
黙
は
本
書

の
特
徴
で
あ
り
、
且
つ
た
,・、
へ
そ
れ
が
多
少
の
誤
謬
を
犯
か
し
て
ゐ
る
,こ
し
て
も
國
際
法
學
の
基
本
問
題

に
關
す
る
重
要
な
問
題
を

提
起
す
る
。

次
に
個

々
の
問
題
の
取
扱
方
に
つ
い
て
、

(
こ

.
で
は
特
に
序
論
的
部
分
に
つ
い
て
見
や
う
)
,
先
づ
法

の
概
念
に
つ
い
て
は
コ

ロ
ー
ヴ
イ

ン
は
不
充
分
な
理
解
し
か
有

π
な
い
様

に
見
え
る
。
こ
の
事
は
彼
の
國
際
法
學
の
任
務

に
關
す

る
理
解
を
誤
ま
ら
せ
て
ゐ

る
し
、

「
過
渡
期
の
國
際
法
」
を
i
n
t
e
r
s
o
w
j
e
t
i
s
c
h
e
s
 
R
e
c
h
t

で
な
く
し
て
プ
ル
ジ
ヨ
ア
諸
國
と

の
聞
の
條
約
,こ
規
定
せ

し
め
て

ゐ
る
。
彼
が
云
ふ
様
に
そ
の
概
念
が
c
o
n
v
e
n
t
i
o
n
e
l
l

で
あ
る
,こ
し
て
も
,
そ
れ
が
過
渡
法
の
性
質
を
有

つ
て
ゐ
る
と
云
ふ
事
は
理

論
,、、し
て
は
誤
り
,・旨云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
こ
に
は
プ

ロ
レ
タ
リ
ャ
独
裁
從
つ
て
プ

ロ
レ
タ
リ
ャ
の

ヘ
グ

モ
昌
ー
の
概
念
は
全
然
含

ま
れ
て
ゐ
な
い
か
ら
。
こ
の
根
本
的
な
誤
謬
が
個
々
の
問
題
の
吟
味
の
明
確
さ
を
さ
ま
た
げ
て
は
ゐ
な
い
だ
ら
う
が
。
こ
の
事
は
彼

イ
エ
ー
・
ア
i
.
コ
ロ
ー
ヴ
イ
ン
『過
渡
期
の
國
際
法
」

(第
二
巻
第
一
號
)

(B

二
〇
五
)

一二



イ

エ
ー

●
ア
ー

●
コ
ロ
ー
ヴ
イ

ン
「
過
渡
期
の
國
際
法
」

(
第

二
巻
第

一
號
)

(
B

二
〇
六
)

二
二

の

「
過
渡
期
」
に
郵
す
る
理
解
の
誤
り
で
あ
る
,こ
も
云

へ
る
。
こ
の
誤
謬
は

「
自
然
法
理
論
の
批
判
」

「
一
般
國
際
法
,こ
過
渡
期
の

國
際
法
,こ
の
関
係

」
の
不
明
瞭
さ
や
、

「
國
際
條
約
」

「
戦
争
法
の
基
本
問
題
」
の
章
の
二
三
の
部
分
の
吟
味
の
不
充
分
さ
の
中
に

現
は
れ
て
ゐ
る
・こ
思
ふ
。
し
か
し
な
が
ら
此
等
の
若
干
の
不
満
足
さ
に
も
拘
ら
ず
彼
の
問
題
の
吟
味
の
結

論
は
現
代
の
國
際
法
學
に

重
大
な
問
題
を
提
起
し
て
ゐ
る
こ
と

は
疑
ひ
な
い
所
で
あ
る
つ

最
后
に
こ
の
著
書
に
対
す

る
紹
介
乃
至
批
判
に
つ
い
て
は
私

は

「國
際
知
識
」

(
昭
和
五
年
十
二
月
)
の
山
本
三
吾
氏

「
コ
ロ
ー

ヴ
イ
ン
の
國
際
法
理
論
」
し
か
見
出
す
こ
・こ
が
出
來
な
か
つ
た
事
、
及
び
こ
の
書
春
頭
の

ヘ
ル
バ

ル
ト

・
ク
ラ
ウ
ス
の
序
文
が
從
來

の
國
際
法
立
場
か
ら
な
さ
れ
た
批
制
の

一
つ
,こ
し
て

一
讃
の
必
要
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
附
記
し
て
お
く
。


